
【機能拡張】
Nステートランプでランプ作成の自由度アップ！

デバイスは連番に
なるんだよな…

Nステートランプとは…？

1つのスイッチ/ランプの表示を、任意の複数のビットやデバイス値の条件で切り替えるランプ機能です！

マクロやPLCラダーで工夫しなくても、
自由なデバイスが設定できる！

Nステートランプにするには？

ランプのパターン数を設定して、「Nステートランプ」の設定を追加するだけ！
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切り替え条件など、詳しくは次のページへ！！
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細かな条件指定が、パターンごとに
設定できるのはとても便利！

Nステートランプで、装置の動きに合わせたランプ描画が
簡単に作成できます！ ぜひお試しください！

■切り替え条件
・ビット

ONもしくはOFF

ランプの切り替え条件

１つのパターンに対して、最大4つ条件を設定できます。
複数条件を設定した場合、AND/ORの設定が可能です。

・ワード
演算による比較式

・セキュリティレベル

最大4つの条件

AND/ORの切替

ランプパーツだけでなく、スイッチパーツのランプ機能でも、Nステートランプを使用できます。
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